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 1．はじめに
　「教職実践演習」は、4年制大学で 2013 年度、
短期大学では 4年制大学に先駆けて 2011 年度
から開始された科目である。中央教育審議会答申
(2006)「今後の教員養成・免許制度の在り方に
ついて」によると、「将来、教員になる上で ( 中
略 ) 必要に応じて不足している知識や技能等を補
い、その定着を図ることにより、教職生活をより
円滑にスタートできるようになることが期待され
る 1)。」との趣旨に基づいて導入された経緯があ
る。ここでいう不足している知識や技能等とは、
家庭科教育でいえば食生活分野における調理実習
も含まれる。調理実習は、小・中・高校において
いずれも取り組んでいる実習であると共に、生徒
の調理実習への意欲低下はあまり感じず、食生活
領域の中で最も学習効果を感じていた実習である
との報告 2) もある。調理実習を運営するための
教員に必要な知識や技能を具体化すると、レシピ
考案、班構成、材料の発注、仕入れ業者との連携、
食材料の仕分け、仕込み操作、実習中の支援、後
片付け、清掃の指導、材料費の会計報告などであ
る。そこで、これらの実践経験を少しでも踏むこ
とで、家庭科教員としての教職生活が不安なくス
タートできることが期待される。
　しかしながら、家庭科教員の初任者が「調理実
習の実演」において講師経験のないことで不安感
を抱く項目に有意差があるという結果 3) が報告
されており、学生の間に調理実習運営の現場経験
を少しでも踏んでおくことで初任者の不安感を軽
減し、教科経営の質的向上を図ることができると

期待される。教職履修者が、実践経験を積む最大
の場が教育実習であるが、本学学生で今年度教育
実習期間内に調理実習を観察又は担当した者はわ
ずか 2割であった。このことから、教職履修者
全員が調理実習実践経験を踏んでおく必要性を強
く感じた次第である。
　本研究は、教職実践演習の学外授業実践の一例
として函館市立戸倉中学校のご協力の下、平成
30 年 12 月に 2週にわたり戸倉中学校家庭分野
における調理実習への授業に参加した。その実践
事例を報告する。

 2．実践報告
（1）学外授業実施の概要
本学「教職実践演習」を履修している食物栄養学
科 2年生 10名が授業の一環として 2回の調理実
習の授業支援を行った。概要については、下記の
通りである。

1回目　2018 年 12 月 5日 ( 水 )3，4時間目　
　戸倉中学校 1年生の 1クラス（32名）6班
　実習テーマ「日常食の調理を実践しよう」
　実習献立「焼餃子、春雨スープ」

2回目　2018 年 12 月 12( 水 )3，4時間目　
　戸倉中学校 3年生の 1クラス（38名）6班
　実習テーマ「幼児のおやつを作ろう」
　実習献立「 カスタードプリン、ポテトピザ、　 

ブラウニー」
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　実習当日に向けて、3回の事前事後学習を実施
した。事前学習１では、「食生活」における課題
確認と教師の対応として、食生活全般の中での「ア
レルギー対応」や「食品衛生」に関する内容など、
実際の現場で起こり得る場面を想定し、教師が取
るべき対応について話し合った。事前学習 2で
は、調理実習運営実現に向けた準備及び授業内容

を含め、学外授業参加のためのオリエンテーショ
ンを行った＜資料 1＞。事後学習では、学外授
業の翌週に「調理実習授業運営の特色と課題」シー
トを記入し、振り返り学習を行った＜資料 2＞。
さらに、振り返るだけでなく、教職の現場で実際
に各自が実践できるよう、調理実習を取り入れた
学習指導案の作成を冬休みの課題とした。
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（2）授業実践の状況報告
（2）-1）1年生の基礎調理実習支援
　1年生の調理実習は、日常食の献立として基本
となる「焼き餃子」と「春雨スープ」の 2品を
調理した＜資料 3＞。授業の目標は、「野菜や肉
の特徴を生かした調理を実践できるようにする」
である。各班で 4種類の野菜 ( キャベツ、長ネギ、
人参、しいたけ ) を切り、難易度の高い「餃子の
あんを皮で包む」作業を行った。2品の材料どち
らにも使用するキャベツをどのように分けて使用
するかが、生徒にとって分かりづらかったため、
あらかじめ教員の方で説明をした。軟らかい部位
はみじん切りにして餃子に入れ、芯などの硬い部
分は薄く斜めにスライスして、春雨スープに使用
した。

　実習支援に参加した学生は、調理開始前に教員
が行った生徒への説明の仕方を詳細に観ることが
できた。調理開始前には、1．安全面への配慮、2．
材料の使い分けの説明がなされた。特に、キャベ
ツは２つの料理どちらにも使う点を間違えやすい
ポイントとして取りあげていた。調理実習時には、
教員支援のタイミングを体験することができた。
具体的にいえば、餃子を蒸し焼きする際にフライ
パンに湯を加えるタイミングのことである。教員
の支援によって調理の失敗を未然に防ぎ、どの班

も焦がさずに完成することができる。このような、
教員側の支援を詳細に書き入れた指導案を目にす
る機会は多くはない。そのため、教員の現場での
動き方をみることが何よりの学びであった。
　また、生徒への声かけや説明を行いながら、1
年生が実際にどの程度調理を実践できるのか、班
の中での役割分担がどの程度できるのか、調理台
の上の整理整頓ができているかなど細かく観察し
た。例えば 1年生の行動パターンであるが、ま
な板の上で与えられた材料を切ることはできる
が、切った後に入れるボールをあらかじめ用意し
たり、次の操作として調味料を加えたりするな
ど、先の工程を予測することは難しい。また、調
理室のどこに何があるのかを把握できていないた
め、道具や器具を探しに行くことが多い。さらに、
作業の前後にこまめに洗い物をしたり、調理台の
衛生的にするため整理整頓に努めたり、最後にお
皿を取りに行ったりなどの行動を取ることは難し
い。そのため、1年生にはどのような声かけをす
ればよりスムーズに行動できるのかを実際に生徒
と触れ合いながら支援を行った。

（2）-2）3年生の応用調理実習支援
　3年生 12 月の調理実習は、中学校生活最後の
調理実習ということもあり、授業目的が「幼児の
おやつ作り」であるだけでなく、「忘年会」の意
図も取り入れた実習として実施された。実習内容
では料理数だけでなく、調理操作においても難易
度の高い献立であった。蒸し器の調理器具を使用
した「カスタードプリン」、電気オーブンの加熱
操作を行う「ブラウニー」、茹でたじゃがいもを
成形しながら調理を行う「ポテトピザ」の 3品
を 2時間連続の 100 分で行った＜資料 4＞。実
際に、授業時間内で生徒が効率よく作業を行うた
めの支援として、授業前の仕込み作業を次の通り
に行った。
・ フライパンに砂糖 50g を入れる。（カラメル用）
・ 砂糖 70g（プリン液用）、30ｇ ( ブラウニー用 )
を計量する。
・ ケーキ用マーガリン 20 ｇ ( ブラウニー用 ) を
分ける。
・ チョコレート、純ココア、ホットケーキミック
ス ( ブラウニー用 ) を計量する。
・ 牛乳を500ml(プリン用)と50ml(ブラウニー用)
に計量する。
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・ くるみ ( ブラウニー用 ) と卵 ( プリン用 )、ハム
( ピザ用 )、パセリ ( ピザ用 ) を分ける。
・ 果物 ( パイナップル、キウイフルーツ、いちご )
をあらかじめ食べやすい大きさに切る。
・ じゃがいも ( ポテトピザ用 ) を皮ごと茹でる。
茹で終わったら、班ごとに分ける。
・ 片栗粉 50g、ピザ用ソース、チーズ ( ポテトピ
ザ用 ) を計量する。
・ プリンの型にマーガリンを塗る。
・ 蒸したプリンを冷やすための氷 ( 雪 ) を取りに
いく。
・ 当日のレシピプリントをクリアケースに入れる。

　上記の作業内容は、実際には授業担当者一人で
行うものであるということを理解しながら、本学
学生 10名で作業を分担した＜資料 5-1 ＞。
　実習作業中は、学生が各班に1～2名ずつ付き、
生徒の作業を支援しながら観察をした。1年生の
時に比べ、生徒同士で効率よく作業をすることが
できている班が多かった。よく分からない作業が
あっても、生徒の方から学生に質問をする場面も
あった。中には、男子同士が調味料の確認に失敗
し、プリン液に砂糖を入れ忘れてしまう班があっ
たが、どの班も時間内に完成することができた＜
資料 5-2 ＞。

（2）-3）事後の振り返り‐事後シートの記入 -
教職実践演習を履修する学生にとって学外授業に
よる調理実習支援は、実際に教職の現場に就く際
の不安を少しでも軽減し、即戦力として業務にあ
たることのできる効果的な学習方法の一つとなっ
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た。学生は、担当教員の動きをしっかりと分析し
ており、さまざまな行動パターンを読み取ること
ができた。ここで、項目別に学生の感想の一部を
取りあげる。
＜教員の動きについて＞ ( 原文まま )
・ 時間についての声かけ（何分までに何をどのよ
うに終わらせよう）を明確にしていた。
・ 基本的に班ごとに自由度を高めて実習させてお
り、大きな失敗や悩んでいそうな生徒に助言を
していた。また、生徒ができない調理技術 ( 例
えばフライパンをひっくり返すなど ) を助けて
いた。
・ 班を回ってアドバイスなどをしていた。
・ 作業中に静かに音楽をかけていて、雰囲気が良
くなるよう配慮していた。
・ 効率よく進めるために、時間がかかるものを考
えさせ、作業に取り組ませていた。

＜ 1年生と 3年生の行動の違いについて＞ ( 原
文まま )
・ 1 年生は 3年生に比べると自立度が低く、人に
言われてから行動するという傾向が強い。3年
生は率先して行動できていた。
・ 1 年生は、物事の順序を考えて行動することが
あまりできていないように見受けられた。
・ 1 年生はどこに何があるのかほぼ分からない人
が多く、こちら側が補助的に伝えていた。
・ 1 年生は、分からなくなったらどうしよう ･･･
と止まってしまう生徒もいたが、3年生は分か
らなくなったら周りがフォローしたり、お互い
にこうじゃないかと考えたりしていた。
・ 1 年生は、盛りつけ方法も全てみんな一緒で細
かく指示を出していたが、3年生はある程度は
一緒だが、盛りつけを工夫し、個性が出ている
のを観察できた。
・ 1 年生は、包丁の使い方の慣れている生徒と慣
れていない生徒がいた。
・ 1 年生は、（ガスの）元栓の付け方がわからない。
・ 1 年生は、調理台の上が片付いてない。
・ 1 年生は、（分からなかったら）先生にすぐ聞
くのに対し、3年生は作業がしにくかったらボ
－ルなどの調理器具を変える工夫をする。
・ 3 年生は 1つの作業に集中しながらも周りも見
て片付けをしながら作業していた。
・ 3 年生は事前にプリントを読み込んでいる生徒

が多かった。
・ 3 年生は調理器具の場所や作業手順も理解して
おり、プリント通りではなく、各班で考えて調
理している様子がみられた。
・ 3 年生だが、蒸し器の使い方が分からなかった。
（2人）
・ 3 年生は、1年生と比べると成長しており、積
極的に行動する生徒が多かった。しかし、3年
生も役割以外のことができないという課題が見
受けられた。

　このように、調理実習運営に必要な教員の準備
作業から実習時の動きを体験できたと共に、1年
生と 3年生の学年による調理技術の差や行動パ
ターンの違いを理解することができた。

（2）-4）事後の教職実践課題‐各自の学習指導
案作成 -
　学外での調理実習支援での貴重な授業体験を受
動的に振り返るだけでなく、より能動的実践的な
取組みができるようにとのねらいから、学生に
学習指導案を書いてもらった。今回の授業と同
じ 100 分の授業時間もしくは、50分の授業とし
て作成した。学生 Aは、100 分の授業内に一つ
の料理を最初から完成までできるだけ教員の支援
無しに取り組ませることを意識して考案した。そ
のためブラウニーを減らし、カスタードプリンと
ポテトピザの 2品で指導案を作成していた。カ
スタードプリンを一からすべて家庭で実践できる
ように、カラメルソース作りで教員が頃合いのよ
いタイミングでお湯をかけることはせず、各班で
判断して完成を目指させることとし、指導案とオ
リジナルレシピプリントを作成した＜資料 6＞。
学生 Bも、ブラウニーを除いた 2品の献立とし
ながら、2時間授業 (100 分 ) と 1 時間授業 (50
分 ) の 2つのタイプの学習指導案を作成し、レシ
ピプリント、生徒用ワークシートを完成した＜資
料 7＞。一方、学生 Cは、学習指導案は提出で
きなかったものの、ブラウニーとポテトピザの 2
品での生徒用レシピプリントを作成した＜資料 8
＞。
　実際の調理実習現場を授業支援という形式で参
加することで、その後自分が描く調理実習案の実
現に効果的な影響を与えていることが明らかに
なった。特に、これまでの指導案やレシピプリン
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ト内に記録し切れない生徒の行動実態や教員の支
援方法等の学びに効果があるといえる。
　
 3. まとめ
　教職実践演習には、教員として求められる次の
4つの事項が定められている。1．使命感や責任
感、教育的愛情等に関する事項 2．社会性や対人
関係能力に関する事項、3．幼児児童生徒理解や
学級経営等に関する事項 4．教科・保育内容等の
指導力に関する事項を含めることが適当であると
され、また、本科目の企画、立案、実施に当たっ
ては、常に学校現場や教育委員会との緊密な連携・
協力に留意することが必要である。今回の授業実
践を通じて、家庭科教員としての使命感や責任感
を実感すると共に、学年による生徒の様子を正し
く理解し、教科の指導力を高めるために必要な能
力がどのようなものかをそれぞれの学生が感じる
ことができた。教育実習とは異なる空間において、
教員の動きを詳細に分析できる機会を設けられた
ことは、家庭科教員としての実践力を構築するの
に非常に効果的であったことが、学生の感想から
も明らかになった。
　しかしながら、こうした授業実践の実現には、
学生の参加に協力いただける中学校の確保及び教
科担当者の寛大な受け入れ協力体制によって可能
なものとなる。そのため、日頃から教育委員会の

連携を図りつつ、継続して受け入れていただける
学校現場との関係性の構築に最大限の努力をして
いく必要があろう。学生が教職の学びを実践でき
る最大の空間は教育実習であるが、それだけでな
く教職実践演習での学びの経験、特により教科の
専門性に即した授業内容での経験が効果的である
ことが本研究でも実現できた。調理実習運営は、
家庭科の専門性を高める作業として大きな位置を
占める内容であるため、学生全員でこの機会に取
り組むことのできる効果は期待以上である。今後
も、継続的に実践を通じてその効果を図っていく
こととしたい。
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